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Wikipediaを対象とした地理情報と時間情報の抽出手法の提案
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あらまし Web上の地理情報は，日付や時刻などの他の情報と有機的に結びついていない場合が多く，それらの関係

性を考慮した抽出と効果的な利用のための技術が必要になると考えられる．本研究ではWikipedia上の地理情報とそ

の地理情報に関連のある時間に関する情報の抽出を試みる．Wikipediaにおけるテンプレートや記事間のリンク構造

などの特徴を生かした抽出方法を提案し，抽出アプリケーションの開発を行う．また，抽出した情報を GISアプリ

ケーションに適用した例と記事間の地理的・時間的距離の関係を視覚的に表現するツールを示す．
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Abstract There is a rapid growth of geographic information services on the Web Geographic information on

the Web are not often directly related to other information such as date and time. There are demands to realize

better extraction of relations among such geographical information and other useful information on the Web. In

this paper,we propose our preliminary approach to extract information relating to geographic information and tem-

poral information related to them from Wikipedia. Furthermore, we show a GIS application and a visualizer for

relationships among geographic-time distance and articles.
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1. はじめに

Web 上には多種多様な莫大な量の情報が溢れている．そ

の中には，地理情報システム (Geographic Information Sys-

tem:GIS)の普及に伴って，Web上では地理に関する情報やそ

れらを利用したサービスが数多く提供されている．たとえば，

Google Maps [1]などの地図情報サービスでは，地図を表示す

るだけにとどまらず，ユーザが地図を編集できたり，地図上に

広告を掲載するサービスを提供するなどしている．このような

Webにおける地理的な情報の発信や利用および，それらを生か

したサービスの需要が増えている．しかし，多くのWebペー

ジは自然言語で書かれており，地理情報と日付や時刻といった

他の情報は有機的に結びついていない場合が多い．そこで，地

理情報とさらに別の情報を組み合わせて利用可能とする技術が

必要であると考えられる．

本研究では，地理情報と時間に関する情報（年月日）の組み

合わせに着目した．たとえば，地震の震源地と発生日，空港の

位置と開港日，といった関係である．本研究では，このような

情報の組をWikipedia [2] 上の記事から抽出する．Wikipedia

はWeb上の百科事典という位置づけにとどまらず，情報処理

の分野では，Wikipediaを対象とした様々な研究が近年さかん

に行われている [3]．Wikipediaは，第 2.章で示すような他の

一般的なWebページにはない様々な特徴があり，本研究をは

じめWikipediaを対象とした他の研究もそのような特徴に着目

している．

本研究では抽出した情報に対する 2つの利用方法を提案する．

1つは，各記事の抽出した地図座標と時間に関する情報をグラ

フに示す機能のツール化である．記事間の地理的・時間的距離



から記事間の関係の視覚化を行う．もう 1つは，抽出した情報

と，その情報に関連するWikipedia上のデータを，XMLをは

じめとする再利用が容易な形式として提供することである．本

機能をWebサービスとして実現し，他のWebアプリケーショ

ンで利用可能とすることで，それらのアプリケーションの機能

向上に利用できることを示す．

2. Wikipediaの特徴

Wikipediaは，Wikiを利用したオンライン百科事典である．

誰でも無料でWebブラウザから閲覧や編集ができることが大

きな特徴である．また，記事は非常に幅広い分野を網羅してお

り，新しい概念や出来事に対してもユーザーが記事を次々に作

成しているため，記事数は増え続けており，2008年 12月 1日

時点での記事数は 2,641,901件（英語版），540,701件（日本語

版）と膨大である．

Wikipediaは，記事の膨大さ以外にも様々な特徴を持つ．本

研究で特に着目した特徴には以下のようなものがあげられる．

まず，テンプレートという機能がある．Wikipediaにおける

テンプレートとは，定型文の入力を簡便にするために用いられ

る仕組みである．テンプレートの１つに，coordテンプレート

がある．これは座標表現（緯度，経度）で場所を示したいとき

に使われるものである．本研究では，coordテンプレートなど

を用いた座標表現をジオタグと呼ぶ．ジオタグの例を図 1（枠

で囲われた部分）に示す．このようなジオタグを抽出すること

で，地理情報を抽出するという目的を達成する．

ジオタグに加えて，infoboxテンプレートにも着目する．in-

foboxテンプレートとは，同じジャンルに対して共通の項目を

表形式にして各記事に記載している形式のテンプレートであ

る．Wikipediaの中でも特に構造化された形式で書かれている

部分であり，Wikipediaからの情報抽出を試みる他の研究にお

いても infobox テンプレートに注目したものがいくつかある．

infobox テンプレートの例を図 1 に示す．infobox テンプレー

トは，１つのテンプレート名と，複数のテンプレート変数と引

数の組から構成されている．図 1の例では，テンプレート名が

earthquake，テンプレート変数に地震の名前，マグニチュード

などがあり，引数には各地震ごとの値が入る．具体的には，

name=Iwate-Miyagi Nairiku Earthquake in 2008

magnitude=7.2

などとなる．

また，Wikipediaは，英語のみではなく日本語やその他 200

を超える言語版がある．本研究は英語版Wikipediaを対象とし

て地理情報と関連する時間に関する情報の抽出を行っているが，

英語以外の言語版への応用が可能となるような，言語に依存し

ない要素を考慮した抽出手法を提案する．

さらに，Wikipediaの記事は適切な見出しが与えられ，他の

多くのWebページに比べて文書が構造化しているという特徴

もある．本研究では，見出しの位置を考慮することで，地理情

報に関連した時間に関する情報抽出の精度向上を目指す．

図 1 infobox テンプレートとジオタグの例

3. 本研究の提案手法

本研究では，Wikipediaから地理的な情報と関連する時間に

関する情報を抽出することを試みる．このような場合，一般的

には自然言語処理を用いた方法が頻繁に用いられる．しかし，

本研究では，自然言語処理は用いずに，Wikipediaの構造を手

がかりとしてパターンマッチングにより必要な情報を抽出する

ことを考える．これには，構造のみに着目した手法を用いるこ

とにより，言語に依存しないというメリットがある．

本研究では，1つのものや出来事と 1つのWikipedia記事が

対応していると考えて，各記事において最も重要と考えられる

地理情報と関連する時間に関する情報の組１つを抽出すること

を考える．たとえば，空港の記事において，開港日と利用者数

が 1,000万人を超えた日の 2つの時間に関する情報がある場合，

より空港の位置という地理情報に関連があるのは前者の開港日

である．そこで，限られた範囲ではあるが関連の強い地理情報

と時間に関する情報が抽出できると期待される infoboxテンプ



レートからの抽出と，記事のすべての部分を対象とした本文中

からの抽出手法の提案を行う．

3. 1 infoboxテンプレートからの抽出

本研究の目的である関連のある地理情報と時間に関する情報

の組を抽出するために，第 2.章のWikipediaの特徴のひとつ

である infoboxテンプレートを利用することを考えた．ひとつ

の infoboxテンプレート中に地理情報と時間に関する情報があ

れば，その 2つの情報には関係があり，どのような関係を持つ

かは，テンプレート名やテンプレート変数から推測できる．そ

こで，各記事からテンプレート名，テンプレート変数と引数を

取り出し，取り出された引数から地理情報と時間に関する情報

を抽出することで，関連のある地理情報と時間に関する情報の

組を得ることを考える．この手法では，テンプレート中に地理

情報と時間に関する情報の両方が記載されていなければ抽出で

きないが，その条件に該当する場合であれば，非常に高い精度

で関連のある情報の抽出が行えると考えられる．さらに，抽出

した地理情報と時間に関する情報に加えて，他の関連する情報

（図 1の地震の例ではマグニチュードなど）も容易に抽出する

ことができる．このような情報も共に抽出することで，他のア

プリケーションに応用した場合の機能向上に役立つことが期待

される．

3. 2 記事の本文からの抽出

3. 1節の手法が適用できるような，1つの infoboxテンプレー

ト中にジオタグと時間に関する情報が含まれる場合は限られる．

そこで，infoboxテンプレート以外の本文中からジオタグと関

連する時間に関する情報を抽出することが必要になる．1つの

記事中には時間に関する情報が複数ある場合が多く，どの時間

に関する情報がジオタグと関連があるのかを判別することが課

題である．本研究では，本文中のジオタグと時間に関する情報

の距離と，Wiki記法における見出しから関連のある 2つの情

報を抽出する手法を提案する．

本手法では，記事の上位にあるものほど重要度が高く，また，

ジオタグと時間に関する情報の本文中での距離が短いほど関連

が強いという 2 つの仮定を元にアルゴリズムの構築を行った．

しかし，本文中での距離が短い場合でも，それぞれの情報が異

なる見出しの下にある場合では関連度が低くなると考えられ，

見出しの位置を取得し，それを考慮する必要がある．そこで，

記事本文からの抽出では，ジオタグと時間に関する情報のそれ

ぞれの本文中での位置，および，ジオタグのある記事の見出し

位置の取得が必要である．

本手法ではWikipedia のレベル 2 およびレベル 3 の見出し

（レベル 1の見出しは本文中にはないため）を取得した．ただ

し，3. 3節ではどちらのレベルの見出しも同じ条件で扱うこと

にする．

3. 3 ジオタグと時間に関する情報の組み合わせ　

本手法では，ジオタグと時間に関する情報が共に 1つ以上あ

る記事について，それらの情報の組み合わせを抽出する．その

組み合わせは，各記事について 1 組とする．そこで，3. 1 節，

3. 2節の手法で抽出したジオタグと時間に関する情報から，各

記事について関連性が最も高い 1組のペアを抽出するための手

法を以下に示す．

まず，ジオタグ，または，時間に関する情報のいずれかが抽

出できなかった記事は該当なしとする．また，ジオタグと時間

に関する情報が１つずつ存在する場合は，その組み合わせが該

当するペアとする．

ジオタグが複数ある場合は，infoboxテンプレート内がもっ

とも重要度が高く（infoboxテンプレート内に複数ある場合は，

最も上位にあるものを優先），次に，テンプレート外のうち，

記事のより上位にあるものが重要度が高いと考え，このような

優先度でジオタグを１つに決定する．

時間に関する情報は，ジオタグとの本文中での距離を用いる．

ジオタグと時間に関する情報が同じ infoboxテンプレート中に

共にある場合には，最も上位にある時間に関する情報を選択す

る．ジオタグが本文中にあり，時間に関する情報が infoboxテ

ンプレート中にある場合には，infoboxテンプレートの項目の

より上位にある時間に関する情報を選択する．ジオタグが本文

中にあり，時間に関する情報が infoboxテンプレート中になく

本文中にのみにある場合には，第一に同じ見出しの中で距離が

近いもの，それに該当しなければ見出しを考慮せず，単に距離

が近いものを選択する．ジオタグが infoboxテンプレート中に

あり，時間に関する情報が本文中のみにある場合には，時間に

関する情報は本文中で最も上位のものを選択する．

また，距離が同じ値になった場合には，より記事の上位にあ

るもの（infoboxテンプレートならば，より項目の並び順で上

位のもの）を選択するものとする．

以上の手法により，1記事につき 1組の地理情報と時間に関

する情報の組み合わせを抽出する．

4. 実 験

4. 1 目 的

Wikipediaから関連のあるジオタグと時間に関する情報の組

を抽出する．抽出の対象とするデータはWikipedia（英語版）

の全ダンプである．

infoboxテンプレート内での抽出では，関連が高い地理情報

と時間に関する情報の組が得られるが，ひとつの infoboxテン

プレート内にそれら２つの情報がある場合は限られる．そこ

で，infoboxテンプレート内での抽出の有効性を確かめること

を目的とし，実際に抽出を行うと共に，適用可能なジオタグが

Wikipedia中の全ジオタグに占める割合を算出する．

さらに，テンプレート以外の本文中からの抽出も試みる．本

文中からの抽出では，同一テンプレート内での抽出より範囲が

広く，多くの情報が抽出できると考えられるが，本文中に複数

の時間に関する情報がある場合が多く，関連が高い時間に関す

る情報を抽出することが難しい．そこで，提案する手法で実際

に抽出を行い，その精度を確かめることを目的とする．

4. 2 抽出プログラムの実装

Wikipediaのダンプは XML形式で各記事の最新版のタイト

ルや本文がテキストデータとして格納されている．本論文で使

用したダンプは 2008年 12月に取得した．本研究では，抽出プ

ログラムを，XMLを読み取る部分（XMLパーサー）と，本文



のWiki記法を解析する部分から構成した．

抽出プロセスは以下の段階に分けて実装を行った．

まず，全記事の本文中からジオタグを抽出し，ジオタグのあ

る記事名をデータベースに格納する．また，infoboxテンプレー

トからの抽出のために，各 infoboxテンプレートを定義してい

る記事から，テンプレート名とテンプレート変数を取得し，本

文からの抽出のために，ジオタグのある記事における見出しの

本文中での位置を取得する．ジオタグのある記事のテンプレー

トを抽出して，それが infoboxテンプレートであり，かつその

テンプレート変数が定義されたものである場合，その引数を

データベースに格納し，テンプレート以外の本文からジオタグ

と時間に関する情報をその本文中での位置と共に抽出する．最

後に，抽出した情報の中から 3. 3節の手法に基づき，関連のあ

るジオタグと時間に関する情報の組を取り出す．

4. 3 抽 出 結 果

実装を行った抽出プログラムで実際に抽出を行った結果を以

下に示す．最初に，infoboxテンプレート内での抽出と本文中

からの抽出結果をそれぞれ示す．

infoboxテンプレート中に存在するジオタグと時間に関する

情報の抽出結果を表 1，2に示す．表 1では，同一テンプレー

トからの抽出実験で着目したジオタグと infoboxテンプレート

がWikipedia中でどの程度出現しているのかを示している．ジ

オタグや infoboxテンプレートが広く利用されていることが分

かる．

表 2では，ジオタグの出現する記事に infoboxテンプレート

があった場合に，その infoboxテンプレート内の引数を抽出し

た結果を示している．表 2中の「ジオタグと時間に関する情報

のある記事」が，同一テンプレート内での抽出で求める地理情

報と関連のある時間的な情報の組み合わせの抽出が行えたもの

である．提案した infoboxテンプレートからの抽出手法により

Wikipedia中のジオタグのある記事 0.57%から，関連する時間

的な情報と共に抽出できた．

次に，表 3 では，抽出範囲を広げジオタグのある記事の本

文中からジオタグと時間に関する情報を抽出した結果を示す．

2,641,901記事中 61,128記事から，ジオタグと時間に関する情

報の組を抽出できた．

4. 4 抽出結果の検討

本手法では，地理情報を収集するのにWikipedia のジオタ

グを用いた．Wikipediaは地理情報に特化した百科事典ではな

いが，ジオタグは表 1 の通りWikipedia 中に多く使用されて

おり，地理情報を収集する手段として有効であると考えられ

る．また，2008 年 7 月に取得したダンプに対して同じ手法を

用いてジオタグを抽出した結果を表 4に示す．数ヶ月間の間に

ジオタグが増えていることが分かる．このように，ジオタグが

Wikipediaで地理情報を示すのに有効な手段として広く利用さ

れており，その利用はますます増加すると考えられる．

ジオタグはテンプレートとして形式が定まっているため抽出

は容易であるが，時間に関する情報（年月日）はさまざまな形

式があるため，抽出が難しい．本研究では英語版Wikipediaで

用いられている標準的と考えられる 5種類の記法を正規表現を

表 1 抽出記事数（infobox テンプレート）

対象 記事数
全記事数に

対する割合

全記事数 2,641,901 —–

ジオタグが含まれる記事数 246,561 0.093

ジオタグと infobox テンプレートの

両方が含まれる記事数
103,677 0.039

表 2 ジオタグのある記事の infobox テンプレートの引数からの抽出

結果

対象 記事数

ジオタグのある記事数 17,276

時間に関する情報のある記事数 7,069

ジオタグと時間に関する情報のある記事数 1,404

表 3 地理，時間情報の抽出記事数（本文および infoboxテンプレート）

対象 抽出できた件数 記事数

ジオタグのある記事数 302,345 246,561

時間に関する情報のある記事数 190,640 61,128

用いて抽出した．用いた記法を図 2に示す．しかし，同じ年の

日付が連続する場合では年を省略するなどの記法が多くあり，

本研究で用いたような年月日がすべて記載されているパターン

だけでは，すべての時間に関する情報を抽出するのは不可能で

あることがわかった．表 3で示すとおり，時間に関する情報を

抽出できたのはジオタグのある記事のうち 24.8%のみであった．

残りの記事は時間に関する情報がまったくない記事が含まれて

いると考えられるが，抽出ができなかった記事も相当数あるこ

とが見込まれ，時間に関する情報の抽出を改善することが，地

理情報と時間に関する情報を組み合わせるという本手法の性能

向上のための重要な課題だと考えられる．

本手法では，本文中からジオタグと関連のある時間情報を結

びつけるのに，本文中からの距離を用いた．それに加え，本手

法では見出しの位置にも着目した．本文中の距離のみであると，

2つの情報が見出しを超えてしまう場合があり，見出しを超え

て近いものより，同じ見出し内の情報の方が関連が高いと考え

られるからである．今回の抽出では，328記事においてこの手

法に該当するパターンがあった．これはジオタグと時間に関す

る情報が両方抽出できた記事の 0.54%にあたる．原因として，

ジオタグは段落内の本文中には少なく，記事の上下の端にある

場合が多いことと，前述の通り時間に関する情報の抽出が不十

分なため，ジオタグと同じ段落の時間に関する情報が抽出でき

ていないことがあるため，ごく少数の記事でしかこの手法が適

用できなかったと考えられる．

5. 英語版以外の言語の記事への適用

本手法の特徴のひとつに，他の言語の記事に簡単に適用でき

るということがある．Wikipediaは最大の記事数を有する英語

版をはじめ 200以上の言語版があり，世界中で利用されている．

Wikipediaには同じ出来事やもの，概念を表す記事について

各言語の記事を結ぶ言語間リンクがある．たとえば日本語版の



表 4 異なる時期に取得したWikipedia ダンプの比較

取得時期 全記事数 ダンプの大きさ ジオタグ の件数 ジオタグの 含まれる記事数

2008 年 7 月 2,435,638 33.00GB 178,272 132,214

2008 年 12 月 2,641,901 37.52GB 302,345 246,561

増加割合（%） 108.5 113.7 169.6 186.5

図 2 本手法で抽出の対象としたWikipedia の時間に関する情報（年

月日）の記法

「岩手・宮城内陸地震」からは，英語版の「2008 Iwate-Miyagi

Nairiku earthquake」，ハングル，中国語版など 7つの言語の

記事にリンクされており（2009年 2月現在），リンク先には各

言語の記事での岩手・宮城内陸地震について書かれた記事があ

る．各記事から地理情報と時間情報を抽出する場合，たとえば

地震の場合は震源地と発生日であるが，それらはどの言語の記

事についても同一のことが記載されているはずであり，複数の

言語の記事から抽出を行う意味はないと考えられる．しかし，

英語版や他の言語の記事にはないが日本語版では作成されてい

るという，各言語においてのローカルな記事が多くあるのも事

実である．ジオタグのある記事でかつ他の言語の記事にないも

のの例として「イオン浜松市野ショッピングセンター」などの

記事がある．このような記事を抽出するためには，各言語の記

事ごとに抽出を行う必要がある．また，同じ出来事を示す記事

でも，ある言語版ではうまく抽出できないが，他の言語の記事

では抽出できる場合があり，他の言語版を抽出することで補完

できることがあると考えられる．そこで，本手法を日本語版に

適用し，その過程と結果，英語版との比較を示す．

5. 1 日本語版への適用

本手法のアルゴリズムそのものは言語版に依存しないが，ジ

オタグや時間に関する情報の抽出は各言語に依存する．英語版

においてもジオタグにはいくつか種類があるが，日本語版のみ

に使われているジオタグ（「日本の位置情報」など）があり，そ

れらを抽出対象に加える必要がある．時間に関する情報は英語

版Wikipediaでの抽出と同様に，Wikipedia記事を閲覧して，

年月日のパターンを探し分類して，正規表現を構成する．本手

法で抽出の対象とした年月日のパターンを図 3に示す．これら

を実際に行い，英語版の抽出プログラムを改編し実装した．

5. 2 日本語版での抽出結果と英語版との比較

同時期（2008年 12月）に取得したWikipediaの英語版と日

本語版で比較を行う．表 5，6，7 に結果を示す．表 5 からは，

英語版と日本語版の規模の差が記事数で 5 倍程度あることが

わかる．表 6からは，ジオタグは日本語版よりも英語版で積極

的に使われていることがわかる．表 7からは，時間に関する情

報の抽出の程度がわかる．抽出した範囲での 1 記事あたりの

時間に関する情報は，日本語では 4.3件，英語では 3.1件とや

表 5 日本語版と英語版との比較（全記事数）

言語 全記事数 ダンプの大きさ

日本語 540,701 4.24GB

英語 2,641,901 37.52GB

表 6 日本語版と英語版との比較（ジオタグ）

言語 ジオタグの件数
ジオタグが 全記事数に　

含まれる記事数 対する割合

日本語 9,014 7,776 0.014

英語 302,345 246,561 0.093

表 7 日本語版と英語版との比較（ジオタグのある記事の時間に関す

る情報）

言語
時間に関する情報が 時間に関する情報が

含まれる件数 含まれる記事数

日本語 13,366 3,108

英語 190,640 61,128

図 3 本手法で抽出の対象としたWikipedia 日本語版の時間に関する

情報（年月日）の記法

や差があるが，抽出の対象となるジオタグのある記事のうち約

25%の記事から抽出ができた点ではほぼ同じであった．しかし，

全記事数との割合で見ると英語版 2.31%，日本語版 0.57%と大

きく差がある．つまり，時間に関する情報の取得には言語間の

差は大きくないが，ジオタグの量の差が大きいので，最終的な

抽出結果数に大きく影響しているといえる．

6. 抽出したデータの利用

本手法の応用事例として，抽出した緯度，経度，時間の 3次

元の情報から各記事の地理的・時間的距離を視覚的に示すツー

ルと GISアプリケーションに適用した例を示す．

6. 1 Wikipedia記事の可視化

Wikipediaの記事間の関係をグラフなどに示して視覚化をす

る研究がいくつか行われている．中山らは [4]，Wikipedia か

ら抽出した連想関係辞書を利用して，どの概念とどの概念が

関連が強いかを可視化して表示するアプリケーションである

Wikipediaシソーラスビジュアライザーを開発している．新井

ら [5]は，Wikipedia の言語間リンクに着目して，翻訳語やカ

テゴリの可視化を行っている．



図 4 3 次元散布図スクリーンショット（原点拡大）

本研究では各記事における地理情報と時間に関する情報から，

各記事の地理的・時間的距離を視覚的に示すツールを作成する．

6. 1. 1 3次元散布図の試作

3次元散布図でWikipedia記事を可視化したスクリーンショッ

トを図 4，5 に示す．緯度，経度，時間の３次元座標に，各記

事をプロットし散布図を作成した．Wikipedia記事の可視化機

能の実装には，Web3D Consortium [6]が開発を推進している

VRMLという，Webブラウザ上で 3次元物体を表現できるファ

イルフォーマットを用いた．ブラウザ上で，視点の移動や拡大，

縮小，表示されている 3次元の物体をマウスでクリックする動

作などが可能である．図 4 に散布図の原点付近の拡大を示す．

青い軸が緯度，赤い軸が経度，白い軸が時間を示し，黄色の球

が各記事を表している．この可視化ツールでは原点は緯度，経

度が共にゼロで，時間軸が 2001年 1月 1日の地点とした．図

5に散布図の全体図を示す．黄色い球が密であるところや疎で

ある部分が確認できる．このように，Wikipediaの記事間の地

理的，時間的な関係を視覚化できるようなツールを作成した．

6. 1. 2 Google Earthによる可視化

本研究での抽出結果をわかりやすく示し，利用するため

に，アプリケーションを用いて可視化することを考え，Google

Earth [7] を用いて実現を試みた．Google Earth を利用して

Wikipedia 記事を可視化したスクリーンショットを図 6，7 に

示す．Google Earthは Google社が提供している，世界中の衛

星画像をまるで地球儀を回しているかのように閲覧できるアプ

リケーションである．Google Earthでは，3次元地理空間情報

の表示を管理するための XMLベースのマークアップ言語であ

る KML（Keyhole Markup Language）を用いることにより，

ユーザが任意の地点に名前を付けるなどの拡張を行うことが

できる．本研究での Google Earthによる可視化では，データ

ベースからデータを読み出し，それらのデータから KMLを動

的に生成し，それを Google Earthに読み込ませることで可視

化を実現した．図 8に本研究で生成した KMLの一部を示す．

緯度・経度からのWikipedia記事へのリンク機能は，Google

Earthに元から備わっている．本研究ではそれに時間の要素を

加え，図 6のように時間をアイコンの高さ（上にあるものほど

新しい）で示した．また，図 7のように「同じ年月の記事のみ

図 7 Google Earth による可視化（閲覧補助機能）

を表示」などの関連のあるWikipedia記事の閲覧を補助する機

能を実装した．さらに，Google Earth 5.0より過去の衛星画像

の閲覧機能が追加され，生成する KMLに本研究で抽出して得

られた時間情報を付加し，ビルの工事の様子，空港の整備の様

子などの衛星画像のアニメーション表示が可能となった．

このように，Google Earth を用いて抽出結果を可視化し，

Wikipedia記事や Google Earthの衛星画像の閲覧を補助する

ツールの実装を行った．

6. 2 GISアプリケーションへの適用

本手法の応用事例として，当研究室で開発しているWeb GIS

アプリケーションフレームワークである rinzo.ma [8]での使用

例を示す．

本事例では，地震に関する情報を抽出したものを rinzo.ma

のプラグインに適用した．地震の場合の地理的な情報は震源

地の緯度経度であり，時間的な情報は発生日である．それら

に加えて，地震名と地震に関する情報のうち infobox テンプ

レートから抽出できるマグニチュード，津波の有無，被害状況

なども追加した．これらの情報を加えることで，ユーザーが

マグニチュードの大きい地震のみを閲覧したり，簡単な被害の

状況が他のWebページを参照しなくても確認することができ

る．データ形式は rinzo.maが JavaScriptで開発されているた

め，JSON（JavaScript Object Notation）[9]を用いた．JSON

は JavaScript におけるオブジェクトの表記法をベースとした

軽量のデータ交換フォーマットであり，特に本事例のような

JavaScriptで実装されたウェブアプリケーションとのデータの

受け渡しなどに利用される．rinzo.maで利用するために出力し

た JSON形式のデータの一部を図 9に示す．実際にこの JSON



図 5 3 次元散布図スクリーンショット（全体）

図 6 Google Earth による可視化（アイコン）

形式のデータを用いることにより rinzo.maでは，震源地の緯

度経度と時間からその地震の被害を示すような衛星画像を検索

し提示することが可能となった．

7. 関 連 研 究

Web上にある位置情報を抽出する研究としては，相良らの空

間情報抽出システムがある [10]．このシステムでは，Webペー

ジから地名や住所などの地理情報に関する記述を抽出し，アド

レスマッチング手法により抜き出した地理情報記述を緯度経度

表現に変換している．さらに，これらの情報を地図上にリンク

するアプリケーションの開発を行っている．Web上の地理情報

を抽出して処理を行い，アプリケーションに応用するといった

目的は同じであるが，本研究では直接，緯度経度情報の取得を

行うため，地名から緯度経度を求めることは行わない．さらに，

本研究では地理情報に加えて，時間に関する情報も抽出してい

る点で異なっている．

Wikipediaは様々な研究分野で用いられている．そのひとつ

に，中山ら [11]の研究がある．中山らはWebオントロジの構

築を目的にしており，本研究の目的とは異なるが，Wikipedia

の記事の膨大さや，記事間のリンクの多さなどWikipediaの特

徴に着目したという点では共通である．Wikipedia からWeb

オントロジの構築を行う研究は他にも DBpedia [12] などいく

つかある．特に，DBpediaは本研究で着目した infoboxテンプ

レートなどの半構造情報を解析することで，人物などの属性を

抽出し，RDFに変換し大規模なデータベースを構築しWebで

公開している [13]．このようにWeb 全体を対象とするわけで

なく，特にWikipediaに着目し，情報や知識を取り出し活用し

ようとする研究が盛んに行われている．

Google MapsやGoogle Earthでは，Wikipediaの記事を地

図や衛星画像上にリンクするというサービスを行っている．本



図 8 出力した KML 形式のデータの一部

図 9 出力した JSON 形式のデータの一部

研究とは，地理情報のみではなくさらに時間という概念を加え

る点において違いがある．

8. お わ り に

Wikipediaから地理的・時間的情報を抽出手法の提案と，さ

らに抽出したデータの応用を示した．また，提案した手法を実

装し実際に抽出を行い，その結果を示した．

課題としては，抽出結果の評価，また 1つの記事に時間情報

が複数ある場合の抽出があげられる．抽出結果が膨大であり，

また正解とも不正解ともとれる結果が多くあり，効果的な評価

方法が定まっていない．評価を行い，その結果からさらに抽出

精度を上げる方法の検討をしていきたい．また抽出結果から，

1つの記事に複数の時間情報が含まれる場合が多くあることが

わかる．たとえば，地震の記事であれば発生日以外にも余震の

あった日や鉄道が再開した日などがある．1つの地理情報に複

数の時間情報を結びつけることが出来れば，より応用範囲が広

がると考えられる．

さらに今後の発展として，抽出範囲の拡大と，地理情報と時

間に関する情報以外の抽出の可能性があげられる．

本研究の提案はWikipediaに特化した手法であり，Wikipedia

以外のWebページから情報を抽出することを想定していない．

Wikipedia 以外の Web ページからも情報を抽出することで，

抽出できる情報の量の増加が見込まれる．しかし，Webページ

の構造や品質は多様であり，有用な情報の効率的な収集には多

くの課題がある．本研究では抽出範囲をWikipediaに限定する

ことで，これらの課題を解決した．

また，本研究では地理情報と時間に関する情報の組み合わせ

に着目した．これ以外にも地理情報と別の情報との組み合わせ，

または地理情報以外の情報の組み合わせなどが考えられる．こ

のような，本研究が扱わなかった情報の組み合わせを抽出し，

他の情報やアプリケーションと組み合わせることで，新たな応

用が可能となるのではないかと考えられる．
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